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装い新たに、空の玄関口ニュース

生まれ変わった空港ビル

熊本空港国内線ターミナルビル
壁面や天井部分にふんだんに使われた県産材を中心とした木材が、
ほのかに木の香りを漂わせている

熊
本
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
（
安
田

宏
正
社
長
）
が
、
総
事
業
費
約
２５
億
円

を
か
け
て
進
め
て
い
た
国
内
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
増
改
築
工
事
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
ビ
ル
の

奥
行
き
を
前
面
道
路
側
へ
３
ｍ
拡
張
し

て
チ
ケ
ッ
ト
ロ
ビ
ー
に
ゆ
と
り
を
持
た

せ
、
ビ
ル
前
の
歩
道
幅
も
従
来
の
４
ｍ

か
ら
７
・
５
ｍ
へ
拡
幅
、大
型
の
庇
（
ひ

さ
し
）
を
設
置
し
開
放
感
と
使
い
や
す

さ
を
向
上
さ
せ
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
は
、
視
認
性
の

高
い
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
２
基
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
２

基
を
増
設
し
た
ほ
か
、ト
イ
レ
の
改
修
、

案
内
サ
イ
ン
の
改
良
な
ど
を
実
施
。
環

境
対
応
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
を
導
入
し
た
。

県
産
材
を
壁
面
や
天
井
な
ど
に
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
、
シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー

の
直
線
的
な
大
屋
根
が
熊
本
城
の
天

守
閣
を
囲
む
櫓
や
塀
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
て
い
る
。

▲建物に巨大な屋根を乗せた国内線ターミナルビル。シルバーグレーの直線的な大屋根は、熊本城の瓦屋
根や天守閣を囲む櫓や塀のイメージを狙うと同時に、伝統的な日本建築の庇（ひさし）構造で、熱を遮り、
光を採り入れる機能を持つ。

▲

今
回
の
増
改
築
工
事
で
道
路
側
へ
３
ｍ
拡
張
さ
れ
た
１
階
部

分
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
２
基
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
２
基
を
増
設
し
た

▲

下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
正
面
に
は
、
雲
海
に
浮
か
ぶ
阿

蘇
の
山
々
を
陶
板
で
表
現
し
た
レ
リ
ー
フ
「
雲
上
の
岳
神
」（
染

色
家
の
高
津
明
美
さ
ん
の
原
画
、
監
修
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る

総事業費25億円投じ、旅客サービス、耐震・環境性能をアップ

ゆのうら

九州新幹線

さしき 湯浦川

肥薩
おれ
んじ
鉄道

湯浦川橋

女島橋

女島トンネル

津奈木トンネル

津
奈
木
町
千
代

芦北ー津奈木間 7.7km芦
北
町
花
岡

津奈木I.C(仮)

芦北I.C

国
道
3号

湯浦トンネル

八代側から見る湯浦川橋。写真下を通る国道3号と肥薩おれんじ鉄道をまたぐ

▶
湯
浦
川
橋
の
橋
脚
は
７
本
。
地
上
か
ら
路

面
ま
で
の
高
さ
は
１８
ｍ
と
な
る
。
１３
年
度
中

に
は
桁
が
架
か
る
予
定
だ
。
津
奈
木
側
か
ら

見
る

◀
同
橋
の
桁
工
事
は
「
張
り
出
し
架
設

工
法
」
と
呼
ば
れ
、
４
ｍ
〜
５
ｍ
ず
つ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
桁
を
延
ば
し

て
い
く
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

九
州
縦
貫
自
動
車
道
と
並
ぶ
も
う
１

本
の
“
九
州
縦
軸
”、
高
規
格
道
路
の

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
（
八
代
市
‐

鹿
児
島
市
間
約
１
４
０
㎞
）。
県
内
延

長
約
５０
㎞
の
う
ち
、
同
Ｉ
Ｃ
か
ら
津
奈

木
Ｉ
Ｃ
（
津
奈
木
町
千
代
）
間
約
７
・

７
㎞
は
１５
年
度
供
用
に
向
け
、
工
事
は

着
実
に
南
進
し
て
い
る
。

工
事
が
本
格
化
し
て
い
る
の
は
湯
浦

川
と
国
道
３
号
を
ま
た
ぐ
湯
浦
川
橋

（
芦
北
町
湯
浦
、
延
長
４
１
３
ｍ
）
や

津
奈
木
Ｉ
Ｃ
（
津
奈
木
町
千
代
）
な
ど

で
、湯
浦
ト
ン
ネ
ル
（
同
１
１
６
６
ｍ
）

で
も
本
体
工
事
を
前
に
し
た
土
工
工
事

が
始
ま
っ
て
い
る
。
同
区
間
の
ト
ン
ネ

ル
は
「
津
奈
木
」「
湯
浦
」
の
ほ
か
、

１２
年
度
以
降
の
着
工
を
予
定
し
て
い
る

「
女
島
」（
１
０
８
５
ｍ)

が
あ
る
。

７
本
の
橋
脚
か
ら
な
る
湯
浦
川
橋

は
、
昨
年
か
ら
上
部
工
工
事
を
開
始
、

現
在
工
事
が
進
行
中
の
桁
（
け
た
）
は

１４
年
３
月
ま
で
に
架
設
さ
れ
る
予
定

だ
。

もう一本の “九州縦軸”、芦北町から南進着々
南九州西回り自動車道　湯浦川橋で上部工工事が本格化


